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私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

今
年
も
例
年
以
上
の
猛
暑
日

と
な
る
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
に
は
、
暑
さ
対
策

を
万
全
に
元
気
で
楽
し
く
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

平
素
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
会
合
や
行
事
に
ご
協
力
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
老
連
の
会
員

総
数
は
、
増
員
よ
り
も
毎
年
減

少
傾
向
で
す
。
豊
中
市
の
人
口

は
40
万
人
で
、
60
歳
以
上
が

12
万
人
と
高
齢
者
は
増
加
し
て

い
ま
す
。市
老
連
と
し
て
は
今
、

１
歩
前
に
進
む
た
め
に
社
会
福

祉
協
議
会
や
、
豊
中
市
民
に
も

紹
介
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
従
来
か
ら
発
行
し

て
い
る
広
報
紙
・
チ
ラ
シ
等
々

で
市
老
連
の
活
動
状
況
を
紹
介

し
、
会
員
増
員
に
利
用
で
き
れ

ば
と
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
業
・
協
働
（
共
に
考
え
・
共

に
働
く
）し
、お
互
い
の
メ
リ
ッ

ト
を
出
し
合
い
、
元
気
で
楽
し

く
進
め
る
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
に

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

豊
中
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

南　
　

英
亘

本当に大丈夫？
〜増加する高齢者の交通事故と詐欺被害〜

豊中警察署
交通課交通総務係：安藤　敬係長
生活安全課防犯係：岸田　忠係長

高川豊友会フラダンスクラブ

和奏ユニット
蓮風 RENPU

７月８日㈮  豊中市立アクア文化ホール

表彰状および感謝状受章者一覧は
２面を参照してください。

第２部

第３部
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私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています 私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第22回
単位クラブ会長・役員研修会

　

司
会
の
大
島
副
会
長
よ
り
開
会
が
宣

言
さ
れ
た
今
年
の
理
事
会
。

　

南
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、「
会
員

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
今
一
歩
前
へ

進
む
た
め
に
も
“
情
報
を
伝
え
る（
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）”“
活
動
を
宣
伝

す
る（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）”
こ
の
２
つ
が

大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
や
、
会
員
加
入

促
進
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で
豊
中
市
老

連
の
活
動
を
告
知
し
、
会
員
増
強
に
つ

な
げ
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
あ
い
さ
つ
、
来
賓
紹
介
を

経
て
、
議
長
２
名
選
出
に
よ
り
次
の
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

４月22日㈮  豊中市立ローズ文化ホール

⑴ 

平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
に
つ
い
て

⑵ 

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑶ 

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

⑷ 

平
成
28
年
度
分
担
金（
案
）に
つ
い
て

⑸ 

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予

算（
案
）に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

　

各
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
の

後
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

最
後
に
閉
会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。　

【
役
員
改
選
の
お
知
ら
せ
】（
敬
称
略
）

◆
副
会
長

  

（
南
部
）仲
井
　
嘉
廣
→
江
見
　
昌
幸

◆
常
任
理
事

  

（
北
部
）城
戸
太
磨
子
→
小
泉
　
一
夫

  

　
　
　
中
川
　
昭
吉
→
備
中
　
昭
子

  

（
中
部
）岸
本
　
　
彰
→
高
崎
　
和
夫

  

　
　
　
横
畠
　
正
秀
→
中
島
　
百
樹

  

（
南
部
）中
川
　
忠
江
→
上
田
利
喜
吉

　
　
　  

橋
本
　
俊
治
→
谷
口
　
幸
雄

　
　
　  

江
見
　
昌
幸
→
石
井
　
　
誠

　
　
　  

山
原
　
　
弘
→
中
田
誠
次
郎

◆
部
会
長

  

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
部
会
）

　
　
　  

小
谷
　
道
夫
→
米
重
　
俊
昭

  

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
会
）

　
　
　  

都
丸
　
　
勇
→
島
田
　
光
代

  

（
女
性
部
会
）

　
　
　  

伊
藤
眞
佐
枝
→
角
田
美
奈
子

◆
会　

計

　
　
　  

西
本
　
和
子
→
藤
田
　
征
夫

◆
監　

事

　
　
　  

吉
川
　
治
男
→
仲
井
　
嘉
廣

◆
参
与（
新
任
）　
　
　  

仲
井
　
嘉
廣

６月７日㈫  豊中市立福祉会館

　少子・高齢化が深
刻さを増す現在、“独
居老人”や“老々介護”
といったキーワード
がよく聞かれます。
　そこで、これから

の高齢者に求められている役割、あるいは、新たな老人クラ
ブづくりのノウハウについて、大阪ソーシャルワーカー協会
会長の大塚保信氏を迎え、「減少し続ける会員数に対して　
〜今クラブでできること…〜」と題し、下記４項目の構成で
１時間にわたり講演を行っていただきました。
①地域での支えあい
②社会参加・社会貢献の意義
③地域社会で活かされる高齢者の役割と活動
④新しい老人クラブ
　時には真剣な眼差しで、時には面白おかしくクイズを交え
ながら参加者の心をつかんでいく大塚氏。最後は「北国の春」
の替え歌を披露して、研修会は滞りなく終了しました。　

大塚 保信氏

◆
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状
を

　
　
　
　
　

贈
ら
れ
た
優
良
老
人
ク
ラ
ブ（
敬
称
略
）

①
結
成
後
、
５
年
経
過
し
た
ク
ラ
ブ

　

永
楽
荘
桜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

②
会
員
増
強
に
貢
献
し
た
ク
ラ
ブ

　

桜
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

上
野
第
８
楽
寿
会

　

み
ゆ
き
ク
ラ
ブ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
囲
碁
同
好
会

　

上
野
第
２
楽
寿
会　

上
野
第
５
楽
寿
会

　

上
野
第
６
楽
寿
会　

永
楽
荘
桜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

和
諷
会　

も
み
じ
の
会　

利
倉
西
き
ら
め
き
会

　

島
田
栄
寿
会　

原
田
第
二
老
人
ク
ラ
ブ　

親
和
ク
ラ
ブ

　

あ
か
し
や
の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

千
里
園
寿
楽
会

　

浜
と
き
わ
会　

山
ノ
上
寿
会　

島
江
東
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

　

緑
丘
緑
会　

蛍
池
第
８
延
寿
会　

刀
根
山
第
一
若
水
会

　

東
町
３
ー
３
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会

　

か
え
で
の
会　

新
千
里
と
き
わ
会　

刀
根
山
第
三
若
水
会

　

二
葉
福
寿
会　

幸
三
新
生
会　

寿
栄
会　

　

千
里
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
将
棋
同
好
会

　

庄
本
椋
橋
第
一
ク
ラ
ブ　

和
謡
会

◆
豊
中
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方（
敬
称
略
）

①
物
故
さ
れ
た
連
合
会
役
員
な
ら
び
に
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　

故 

荒
木　

邦
雄（
豊
南
第
５
こ
と
ぶ
き
会
）

②
退
任
さ
れ
た
連
合
会
役
員

　

岸
本　
　

彰（
常
任
理
事
）　

横
畠　

正
秀（
常
任
理
事
）　

中
川　

忠
江（
常
任
理
事
）

　

橋
本　

俊
治（
常
任
理
事
）　

山
原　
　

弘（
常
任
理
事
）　

小
谷　

道
夫（
部
会
長
）

　

伊
藤
眞
佐
枝（
部
会
長
）　　

西
本　

和
子（
会
計
）　　
　

吉
川　

治
男（
監
事
）

◆
連
合
会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
方（
敬
称
略
）

①
退
任
さ
れ
た
会
長（
２
年
以
上
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
就
任
の
方
）

　

田
中　

一
郎（
蛍
池
第
１
延
寿
会
）　　
　

渡
辺　

一
利（
蛍
池
第
２
延
寿
会
）

　

大
東　
　

昭（
蛍
池
第
３
延
寿
会
）　　
　

城
戸
太
磨
子（
蛍
池
第
７
延
寿
会
）

　

田
中　

千
鶴（
日
和
会
）　　
　
　
　
　
　

上
村　

正
治（
上
野
第
４
楽
寿
会
）

　

熊
谷　

澄
子（
上
野
第
10
楽
寿
会
）　　
　

河
端　
　

勝（
熊
野
田
第
４
み
ど
り
会
）

　

久
保　

雅
敏（
豊
島
西
し
あ
わ
せ
会
）　　

松
本
美
智
子（
勝
部
勝
寿
会
）

　

牧
野　

貞
子（
北
条
緑
樹
会
）　　
　
　
　

林　

美
和
子（
第
３
高
川
豊
友
会
）

　

中
川　

忠
江（
第
７
高
川
豊
友
会
）　　
　

佐
藤　

忠
司（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ト
豊
中「
豊
樹
会
」）

　

上
田　

敬
子（
三
和
町
こ
と
ぶ
き
会
）　　

森
田　
　

亨（
庄
内
西
三
新
生
ク
ラ
ブ
）

　

山
原　
　

弘（
島
江
東
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）　
加
世　

敏
雄（
日
三
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

熊
野　
　

勲（
新
千
里
み
な
み
あ
け
ぼ
の
会
）　

飯
田　

道
子（
新
千
里
千
修
会
）

　

米
重　

俊
昭（
新
千
里
椿
会
）　　
　
　
　

新
堀　

芳
博（
千
里
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
将
棋
同
好
会
）

　

伊
藤
眞
佐
枝（
か
え
で
の
会
）　　
　
　
　

繁
田　

正
和（
北
三
和
会
）

②
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
優
良
役
員（
８
年
以
上
就
任
し
、他
の
会
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

門
上　

好
輝（
蛍
池
第
４
延
寿
会
）　　
　

松
見
喜
代
子（
上
野
第
３
楽
寿
会
）

　

竹
内
加
代
子（
上
野
第
３
楽
寿
会
）　　
　

畠
山　

重
彦（
上
野
第
５
楽
寿
会
）

　

中
川
畝
津
子（
上
野
第
６
楽
寿
会
）　　
　

大
村　

一
郎（
上
野
第
９
楽
寿
会
）

　

遠
藤　

孝
有（
熊
野
田
第
１
み
ど
り
会
）　

小
寺　

康
兌（
熊
野
田
第
１
み
ど
り
会
）

　

田
中　

弘
美（
熊
野
田
第
２
み
ど
り
会
）　

田
中　

祥
子（
熊
野
田
第
４
み
ど
り
会
）

　

梶
岡　

幾
子（
豊
桜
会
）　　
　
　
　
　
　

大
西
美
佐
子（
豊
桜
会
）

　

島
野　

律
子（
桜
塚
第
３
寿
会
）　　
　
　

行
政　

定
夫（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
囲
碁
同
好
会
）

　

橘　
　

昭
三（
曽
根
西
２
ク
ラ
ブ
）　　
　

松
尾　

時
子（
曽
根
西
２
ク
ラ
ブ
）

　

冨
島　

英
之（
豊
島
第
２
え
が
お
会
）　　

瀧
川　

武
子（
豊
島
第
２
え
が
お
会
）

　

中
野
恵
美
子（
小
曽
根
七
冨
久
会
）　　
　

横
畠
ヒ
ロ
子（
北
条
東
長
寿
会
）

　

唐　
　

芳
春（
北
条
東
長
寿
会
）　　
　
　

赤
木　
　

稔（
第
６
高
川
豊
友
会
）

　

中
島　

和
子（
第
８
高
川
豊
友
会
）　　
　

新
谷　

美
雪（
第
９
高
川
豊
友
会
）

　

髙
本　
　

忠（
三
和
町
こ
と
ぶ
き
会
）　　

川
下　

勝
子（
三
国
豊
寿
会
）

　

上
杉
美
恵
子（
三
国
豊
寿
会
）　　
　
　
　

吉
川　

芳
江（
黄
金
の
森
こ
が
ね
会
）

　

一
水　

育
江（
黄
金
の
森
こ
が
ね
会
）　　

中
北　

武
司（
庄
内
王
将
会
）

　

中
川　
　

勉（
庄
内
王
将
会
）　　
　
　
　

川
畑
テ
ル
子（
ク
リ
ー
ン
親
和
老
人
会
）

　

中
尾　

久
子（
ク
リ
ー
ン
親
和
老
人
会
）　

井
元　

勝
子（
庄
本
椋
橋
第
一
ク
ラ
ブ
）

　

宮
本
マ
ス
子（
宮
東
成
年
会
）　　
　
　
　

斎
藤　

静
子（
宮
東
成
年
会
）

　

金
道　

満
子（
大
島
あ
け
ぼ
の
会
）　　
　

曽
田　

邦
道（
あ
か
し
や
の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　

谷
本　

芙
美（
あ
か
し
や
の
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　

第
１
部
式
典
で
は
、
は
じ

め
に
物
故
会
員
へ
黙
と
う
を

捧
げ
、「
君
が
代
」「
老
人
ク

ラ
ブ
の
歌
」を
斉
唱
。
南
市

老
連
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
経

て
、
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

贈
呈
へ
と
移
り
、
各
部
門
の

代
表
者
に
南
会
長
な
ら
び
に

淺
利
豊
中
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
淺
利
豊
中
市
長
、
北
川
豊
中
市
議
会

議
長
、
永
井
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
来
賓
紹
介
後
、
大
会
宣
言

を
読
み
上
げ
て
終
了
し
ま
し
た
。
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私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています 私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　新体制となった市老連女性部は、従来の活動以外に各セ
ミナーなどへの参加、また介護予防などの支援事業に積極
的に参加、お手伝いさせていただきたく、ご指導のほどお
願い申し上げます。

　「歯や口の健康づくりハンドブック」ができました。ご
存じの「お口の健康づくり」続編で、歯や口の重要な役割
を分かりやすく紹介してくれています。美容・健康、それ
にボケ防止とシニア世代にぜひ知ってもらいたい “健口知
識” がいっぱい。もし興味がおありでしたら、豊中市保健
所・南野さんまでご連絡ください。☎ 6858ー2879

　将棋は幅広い世代が気軽に楽しめ、脳を活性化させる長
寿法に適しています。11月に団体戦・１月に個人戦があ
りますので、楽しい時間に出会える良い機会です。愛好家
の皆さま、部会では健康づくりと仲間づくりという座標軸
を堅持し、市内在住のアクティブシニアを結集して友好の
輪を広げることを主目的に置いていますので、一度大会を
覗きに来てみませんか？　皆さま奮ってご参加ください。

　総務企画部会では、本年度より新たに会長副会長会を発
足しました。総務企画部会が開催されない月に会長副会長
会を開催するこ
とで、老人クラ
ブ連合会の運営
がより緻密に行
えるようになり
ました。

　 ２ 月、10月 は レ ジ
袋削減のため、買い物
にはマイバッグ持参運
動のＰＲを、マチカネ
くんとスーパー前で行
います。
　10月 の「 く ら し か
ん祭り」では風呂敷包
み の 実 演 を、11月 の

「とよなか市民環境展」にも参加し、市老連クラブの社会
貢献を発表いたします。

　第42回豊中市高齢者レクリエーション大会が、10月28
日㈮に豊島体育館で開催されます。高齢者が楽しみながら
健康増進を図る趣旨の大会です。市内各ブロックとの連携
をとり、充分な準備によって進行がスムーズにいくよう頑
張ってまいります。多数の皆さんの参加をお願いします。

　第34回豊中市シルバーゲートボールチャンピオン大会
を、大曽公園から豊島公園多目的グラウンドに変更して開
催したところ会員の評判が良く、10月12日㈬の高齢者ゲー
トボール大会も豊島公園で開催できますよう努力します。
この大会から54人で競技できるようにします。多くのチー
ムが参加できるようにこれからも努めます。多数の参加を
お待ちしております。

　３月14日㈪、第１回目の部会開催。第22回豊中市シル
バーグラウンドゴルフチャンピオン大会の準備作業を行い
ました。７月14日㈭、第２回目の部会では10月開催の北
摂第１ブロック大会の出場選手の選考を行いました。

　新春大会で上位になり、北摂第１ブロック囲碁大会に女
流囲碁同好会の野元さんと永塚さんが出場され、頑張って
くださいましたが、もう一歩のところで優勝に届きません
でした。しかし、発足５年目にして女流囲碁同好会から２
名の方が参加されたことは、北摂第１ブロック囲碁大会の
歴史に新たな１ページを残すこととなり感動いたしまし
た。今後ますます上位を目指して、頑張ってください。

　謡曲愛好家の増加を目指し、豊中市老人クラブ未加入の
グループにも呼びかけ賛同を得ましたので、９月29日㈭
10時から中央公民館で合同謡曲発表会を開催する運びと
なりました。素謡の他に仕舞、鼓も演じます。謡曲愛好家
はもとより一般の方々のご来場をお待ちしております。

楽しい秋季旅行
　いつも趣味部会の旅行にご協力くださり、ありがとうご
ざいます。昨年は瀬戸内の旅行でも楽しい思い出をたくさ
んつくっていただき、ありがとうございました。
　今年の旅行は、参加人数をどう伸ばすかについて議論し
てきました。超高齢化社会、老老介護が社会問題となって
います。２泊３日でいいのか、１泊２日にすべきかアンケ
ートをとり、その結果、１泊２日に決まりました。
　旅行先の選定については、高齢者の体力、価格、魅力あ
る旅行先という観点から、南アルプスの麓・南木曽の渓谷
を走る赤沢森林鉄道と日本最大級の大温泉を有するホテル
木曽路を企画した８８観光に決定しました。

　楽しい旅　親しい友と　今のうち

出発日：９月26日㈪〜27日㈫ （東部・北部ブロック：Ａ班）
　　　　９月29日㈭〜30日㈮ （中部・南部ブロック：Ｂ班）
代　金：お１人様 20,000円   ※２名様１室の場合は25,000円
締　切：８月19日㈮までに各クラブ会長、旅行委員にお申
　　　　し込みください。

赤沢森林鉄道

　北摂第１ブロックに所属する老連間の
絆を深めようと、第１回「健康ウォーク
ラリー大会」が５月９日㈪に豊中市の当
番幹事で開催されました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、豊
能町１チーム、箕面市５チーム、池田市
５チーム、豊中市13チームが参加。豊
中市立福祉会館を起点に、市内中部の桜
塚・曽根・長興寺地域を巡るウォークラ
リーで、独自の地図「コマ図」を手にチー
ムメートと話し合いながら、それぞれの
チェックポイントを目指しました。
　なお、第２回大会は池田市を舞台に来
年の開催予定です。

　５月15日に行われた「憲法記念日の式典」
において、豊中市老連活動や地域に貢献された
方として田中一郎さま（蛍池第１延寿会）、飛田
敏隆さま（豊南第９ことぶき会）が、淺利敬一郎
豊中市長より表彰されました。

ホテル木曽路 大温泉
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　大将クラスから級位者までプ
ロ・アマを問わず将棋好きが一
堂に会し、熱戦が繰り広げられ
ました。対局中は真剣そのもの
でも、終われば戦術を評価し合ったりと和やかな雰囲気でした。

　初日は午前10時から開会セレモニーが行
われ、南会長のあいさつなどに続き、「嵐山」

「屋島」「野守」など６曲が、また２日目には
「難波」「胡蝶」「鞍馬天狗」など７曲が謡わ

れ、参加者それぞれが日ごろの練習の成果を
発表。演目が終わるごとに大きな拍手が湧き
起こっていました。

　初日の午後、「羽衣」「雲雀山」
で抑揚のある声を室内に朗々と
響かせていたのが、86歳の丹原
尚子さん（和諷会）。普段から
カラオケやコーラスもされてい

るそうで、謡曲の魅力について「曲の歴史に
思いを馳せながら謡っています。お腹から声
を出すのでストレスも吹っ飛び、おかげで健
康ですよ」と笑顔で語ってくれました。

　開会式では、盤寿を迎えられ
た方に南会長から記念品が贈ら

れ、会場は
拍手に包ま
れました。その後の対局ではＡ・Ｂ・Ｃブロ
ックに分かれ、互いに手の内を探り合いなが
ら一進一退の攻防が繰り広げられました。

　初夏を感じさせる雲ひとつない気候のもと、12チームが参加して行わ
れました。真剣勝負とあって途中ピリピリとし
たムードも漂いましたが、試合が終われば皆さ
ん日頃のステキな笑顔に戻り、握手でお互いの
健闘をたたえ合っていました。

５月11日㈬ 豊島公園多目的グラウンド

第34回 シルバーゲートボールチャンピオン大会

優　勝　宮 山 寿 会
準優勝　蛍池延寿会
第３位　栄 寿 会

　５月のさわやかな青空が広がるマリ
ンフード豊中少年野球場に120名が集
い、８ホール３ラウンドの合計スコア
で争われました。「よっしゃー！」「あ
ー、おしいっ！」といった声があちこ
ちから聞こえるなど、皆さん思い思い
にプレーを楽しんでおられました。

豊中市老連

【男性の部】優　勝　丸田　忠平（中部）
　　　　　準優勝　本田　鶴高（南部）
　　　　　第３位　渡井口秀夫（南部）

【女性の部】優　勝　吉田きくえ（南部）
　　　　　準優勝　吉沢美代子（南部）
　　　　　第３位　三谷　和美（東部）

　春の訪れを告げる恒例の女流
囲碁大会。参加者22名が３クラ
スに分かれて対局。真剣勝負の
中にも笑顔が垣間見えるなど、和やかな空気に包まれていました。

　豊中市からは16名が参加し、４部門で優
勝者が出るなど大活躍でした。それぞれの優
勝者は８月28日の大阪府大会に出場します。

※大会結果の個人名は敬称略とさせていただきます。

５月23日㈪ マリンフード豊中少年野球場

第22回 シルバーグラウンドゴルフチャンピオン大会

３月22日㈫ 蛍池老人憩の家

第９回 女流囲碁大会
６月13日㈪ 蛍池老人憩の家

北摂第１ブロック 第15回 囲碁・将棋大会

１月27日㈬ 福祉会館

第13回 新春将棋大会

２月３日㈬ 福祉会館

第40回 新春囲碁大会

１月28日㈭・29日㈮ 千里老人福祉センター

第36回 新春謡曲大会

◆Ａクラス　優　勝　永塚　保子（女流囲碁同好会）
　　　　　　準優勝　遠藤いつ子（女流囲碁同好会）
◆Ｂクラス　優　勝　岡本　公子（女流囲碁同好会）
　　　　　　準優勝　本村　秀子（女流囲碁同好会）
◆Ｃクラス　優　勝　石野やよい（女流囲碁同好会）
　　　　　　準優勝　松本なしよ（女流囲碁同好会）

◆大　将　戦　優　勝　松田　晴雄（千里中央老人福祉センター将棋同好会）
　　　　　　　準優勝　中北　武司（庄内王将会）
◆Ａ（有段者）　優　勝　玉田　正明（千里中央老人福祉センター将棋同好会）
　　　　　　　準優勝　橋本　桓治（千里中央老人福祉センター将棋同好会）
◆Ｂ（上級者）　優　勝　藤井　一雄（千里中央老人福祉センター将棋同好会）
　　　　　　　準優勝　宮地　　司（千里中央老人福祉センター将棋同好会）
◆Ｃ（級位者）　優　勝　磯田　利彦（原田将棋同好会）
　　　　　　　準優勝　福留　茂明（新千里千修会）

◆Ａ（有段上位者）　優　勝　大須　英弌（新千里椿会）
　　　　　　　　　準優勝　飛石　峰男（北条寿クラブ）
◆Ｂ（有段者）　　　優　勝　片岡　哲夫（女流囲碁同好会）
　　　　　　　　　準優勝　荒川　正夫（シルバー人材センター囲碁同好会）
◆Ｃ（上級者）　　　優　勝　野元　信子（女流囲碁同好会）
　　　　　　　　　準優勝　相田　　忠（上野楽寿会）

本田さん 丸田さん 渡井口さん

吉沢さん 吉田さん 三谷さん

宮山寿会の皆さんと南会長

丹原さん
【将　棋】

◆有段者
　優　勝　徳井　久一
　準優勝　松田　晴雄
◆級位者
　準優勝　大橋　一清

【囲　碁】
◆有段上位者
　優　勝　飛石　峰男
◆有段者
　優　勝　川瀬　敬策
◆級位者
　優　勝　相田　　忠
　準優勝　野元　信子

豊中市老連
上位入賞者
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◎
豊
中
市
南
警
察
署
署
長
杯

　

春
の
交
通
安
全
週
間

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル（
Ｇ
Ｂ
）大
会
開
催

　

南
部
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
毎
年

全
国
で
展
開
さ

れ
ま
す
春
の
交

通
安
全
運
動
で
、
そ
の
行
事
の
一

環
と
し
て
、
地
元
豊
中
南
警
察
署

お
よ
び
豊
中
南
自
動
車
安
全
協
会

の
全
面
的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

ま
た
市
老
連
Ｇ
Ｂ
部
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
、「
豊
中
市
南
警
察
署

署
長
杯
Ｇ
Ｂ
大
会
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
も
さ
る
４
月
９
日
㈯
、
恒

例
ど
お
り
桜
花
乱
舞
の
温
水
プ
ー

ル
Ｇ
Ｂ
場
で
、
地
域
Ｇ
Ｂ
愛
好
者

（
一
部
他
地
区
よ
り
参
加
）
14
チ

ー
ム
（
75
名
）
が
集
ま
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
豊
中
市
南
警
察

署
署
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
、
ま
た
交
通
課
課
長
よ
り
豊

中
市
の
交
通
事
故
の
現
状
な
ど
の

報
告
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技

で
は
、
急
造
の
警
察
署
チ
ー
ム
も

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
の
皆
さ
ん
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
よ
く
思

う
の
は
、「
物
よ
り
思
い
出
」
と

い
う
こ
と
で
す
。「
あ
の
人
の
お

か
げ
で
今
の
自
分
が
い
る
」
と
、

自
分
が
生
き
て
き
た
証
し
は
、
人

の
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
鮮
明
に

残
る
も
の
で
あ
り
、
思
い
出
に
は

貧
乏
も
裕
福
も
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
地
域
の
つ

な
が
り
を
強
く
し
、
晩
年
の
生
き

が
い
と
人
生
の
良
き
思
い
出
の
場

に
な
る
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
と

と
も
に
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
前
田
　
雄
治
）

　

５
月
30
日
㈪
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
蛍
池
老
人
憩
の

家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
蛍
池
、

桜
井
谷
、
本
町
、
上
野
、
熊
野
田

の
各
グ
ル
ー
プ
よ
り
選
ば
れ
た
、

48
人
の
熱
唱
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
４
月
20
日
㈬
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
赤
坂
上
池

公
園
で
、
５
月
12
日
㈭
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
稲
荷
山
公
園
で
開

催
さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
よ
り
選
抜

さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
が
腕
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
井
谷
　
弘
治
）

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
競
技

者
の
各
々
が
ス
タ
ー
ト
時
に
事
故

防
止
に
関
す
る
「
交
通
標
語
」
を

大
声
で
発
声
し
、
元
気
で
明
る
く

和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
南
警
察
署

署
長
杯
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
、
ま
た

参
加
者
全
員
に
参
加
記
念
品
が
授

与
さ
れ
、
大
会
は
無
事
盛
大
裏
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
同
は
、
改
め
て
昨
今

急
増
す
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
、

厳
し
く
改
正
さ
れ
た
自
転
車
走
行

の
事
故
防
止
な
ど
の
意
識
高
揚
と

再
認
識
を
新
た
に
し
、
来
年
度
の

再
会
を
期
し
て
解
散
い
た
し
ま
し

た
。（

ブ
ロ
ッ
ク
長
　
江
見
　
昌
幸
）

　

今
年
度
も
、
会
員
全
体
の
結
束

と
行
動
に
よ
り
会
員
の
減
少
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
、
１
人
で
も
多
く
の

新
入
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
目
標

を
定
め
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
行

事
は
そ
の
実
現
に
直
結
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◎�

３
月
実
施
の
「
第
１
回
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
・
カ
ー
リ
ン
コ
ン
大
会
」

お
よ
び「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ
・

あ
さ
が
来
た
」
ゆ
か
り
の
地
散

策
と
い
う
新
規
行
事
に
は
、
予

想
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

◎�

４
月
21
日
㈭
、
二
ノ
切
公
園
少

年
球
技
場
を
会
場
に
、「
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
を
開
催
。

　

※�

当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
参
加
者
の
熱
意
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

◎
８
月
１
日
発
行
の
広
報
紙

　
「
友
愛
ニ
ュ
ー
ス
千
寿
27
号
」

　

※
広
報
活
動
の
充
実
を
目
指
す
。

◎�

10
月
６
日
㈭
、
千
里
朝
日
阪
急

ビ
ル
Ａ
＆
Ｈ
ホ
ー
ル
に
て
開
催

決
定
の
「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」。

　

※�

例
年
１
０
０
人
以
上
の
出
演

者
が
あ
り
、
盛
況
裏
に
行
わ

れ
ま
す
。

◎
11
月「
秋
季
日
帰
り
バ
ス
旅
行
」

　

※�

大
型
バ
ス
２
台
・
80
人
参
加

予
定

（
ブ
ロ
ッ
ク
長
　
大
島
　
久
和
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク



第107号（10）（11）第107号 豊中市老連だより 豊 寿 平成28年（2016年）８月１日発行 平成28年（2016年）８月１日発行 豊中市老連だより 豊 寿

私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています 私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　豊桜会では「楽しみながら支え合い、
ボランティアもしていこう」という精
神で、月に７〜８回いろいろな行事を
実施しています。写真は誕生会で、三
線の伴奏で歌っている風景です。
　他に食事会、公園清掃、雑巾縫い、
友愛訪問、歩く会など毎回大勢が参加
しています。

　当会は昨年暮れに創立20周年を迎
えました。設立時の先達、故伊藤みや
こ初代会長の文章を借りれば、当時自
治会の「老人クラブ」として活動して
いましたが、阪神・淡路大震災が勃発。
“遠くの親戚より近くの他人”いかに
近隣との助け合いが必要かを痛感し、
老人クラブを組織してから20年、私
たちは次世代へ向け再スタートを切り
ました。

　第21回いきいき上野フェスティバ
ルが、５月21日㈯〜22日㈰に豊中市
立堀田老人憩の家で開催されました。
　初参加となる村下正幸さんの津軽三
味線をはじめ、篠笛の演奏、さらには
守口雅代さんの「大阪まんねん音頭」
の熱唱で、会場
が大いに盛り上
がりました。

　私たちは多くの活動に団地内の集会
所を活用しています。毎週の健康体操、
毎月の茶話会、水彩画教室、役員会、
その他出前講座などにも活用。
　今年の新年会も今までのレストラン
から集会所にして、手づくりの新年祝
いで盛り上がりました。

グループだより毎号、各ブロックから１グループを紹介し、活動の模様をお届けします。

グループだより 次号はどんなグループが登場するのでしょうか…お楽しみに！



第107号（12）（13）第107号 豊中市老連だより 豊 寿 平成28年（2016年）８月１日発行 平成28年（2016年）８月１日発行 豊中市老連だより 豊 寿

私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています 私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

兵
庫
県
養
父
市
の「
樽
見
の
大
桜
」

が
平
成
27
年
、
20
年
ぶ
り
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
、
神
戸
の
宮
田
和
男
氏

が
枯
死
寸
前
の
大
桜
を
、
中
段
か
ら

少
し
垂
れ
下
が
っ
た
根
、

こ
れ
を
根
と
し
て
見
守

っ
て
、
苔
を
巻
い
て
少

し
ず
つ
伸
ば
し
、
地
中
に
届
か
せ
て

養
分
を
吸
い
上
げ
、
見
事
に
咲
か
せ

ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
高
さ
14
メ
ー

ト
ル
、
幹
回
り
６
メ
ー
ト
ル
。
他

　

病
院
で
健
康
保
険
者
証
を
出
す
た

び
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
け
ど
、
前
期
・
後
期
と
区
切

ら
れ
る
と
高
齢
者
層
の
中
で
も
後
期

と
呼
称
さ
れ
る
75
歳
以
上
の
人
は
、

吹
き
溜
ま
り
の
一
塊
の
よ
う
な
感
じ

で
、
そ
の
う
ち
「
あ
る
年
齢
が
来
れ

ば
末
期
高
齢
者
と
表
記
し
た
ら
？
」

と
、
悪
態
の
ひ
と
つ
も

言
っ
て
み
た
く
な
る
。

で
も
近
頃
、
世
間
は
高

齢
者
に
は
随
分
ご
親
切
で
“
ダ
マ
サ

レ
る
な
高
齢
者
”“
横
断
歩
道
を
ゆ
っ

く
り
信
号
み
て
”
と
か
、
乳
幼
児
に

対
す
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
気
配
り
も

し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
た
い
こ
と
。

　

私
た
ち
世
代
に
と
っ
て
は
、
思
い

出
す
も
つ
ら
い
戦
中
戦
後
の
時
代
に

比
べ
て
、
こ
の
時
代
は
何
と
幸
せ
な

時
代
な
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
ら
ぬ
悪

態
を
つ
い
て
い
る
よ
り
も
、
生
あ
る

限
り
こ
の
時
代
を
満
喫
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

高
齢
と
い
う
字
は
“
幸
齢
”
と
読
み

替
え
よ
う
と
一
人
納
得
し
て
い
る
。

　

高
齢
社
会
の
到
来
は
、誰
も
が“
幸

齢
社
会
”
の
到
来
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
社
会
を
、
個
々
の
力
は

微
力
で
も
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

こ
の
２
年
間
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
講

座
で
は
、“
い
つ
ま
で
も
介
護
さ
れ

な
い
生
活
を
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
勉

強
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

基
礎
知
識
と
し
て
、「
私
で
で
き
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
」「
こ
れ
か

ら
の
“
幸
齢
社
会
”
の
実
現
に
ま
ず

何
を
な
す
べ
き
か
？
」
と
い
っ
た
身

近
な
問
い
か
け
を
、
あ
れ
こ
れ
考
え

て
い
る
日
々
で
す
。

　

昨
年
５
月
、２
カ
月
に
２
度
の“
九

死
に
一
生
”
の
難
手
術
を
終
え
、
今

年
１
月
、
短
期
再
入
院
で
日
本
が
誇

る
あ
の
内●

●
●

視
鏡
に
よ
り
ガ
ン
性
腫
瘍

を
２
、３
カ
所
見
事
に
切
除
。
記
し

て
い
る
５
月
末
現
在
、
昨
日
の
担
当

医
（
３
カ
月
ぶ
り
）
の
所
見
で
は
将

来
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）
の
可

能
性
以
外
、
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く

順
調
で
し
た
。

　

さ
て
、
70
日
近
く
の

入
院
生
活
は
適
確
で
信

頼
の
あ
る
医
師
団
、
優

し
く
親
切
な
美
男
美
女
の
看
護
師
さ

ん
、
た
び
た
び
部
屋
替
え
の
あ
る
４

人
部
屋
の
総
じ
て
気
さ
く
な
患
者
さ

ん
た
ち
、
大
腸
ガ
ン
か
ら
腸
閉
塞
に

な
り
人
工
肛
門
を
造
設
す
る
な
ど
、

腸
周
辺
の
攻
防
が
続
き
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
痛
み
や
苦
し
み
が
な
く
、

の
ん
き
に
む
し
ろ
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
、
そ
の
後
あ
る
が
ま
ま

の
幸
せ
な
日
常
性
を
取
り
戻
し
た
私

は
酒
量
も
半
減
し
、
心
身
と
も
に
し

な
や
か
で
柔
軟
に
若
返
っ
た
気
が
し

ま
す
。
無
理
を
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
良

い
日
々
を
創
造
的
に
前
向
き
に
充
実

さ
せ
、
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
　
見

新
千
里
千
修
会
　
今
田　

保
晴

高
齢
は
幸
齢

ク
リ
ー
ン
親
和
老
人
会
　
清
水　

祐
一

所
で
は
、
樹
齢
２
０
０
０
年
の
神

代
桜
（
落
雷
で
少
し
姿
が
悪
い
）、

１
５
０
０
年
の
根
尾
の
淡
墨
桜
（
枯

死
寸
前
を
昭
和
23
年
か
ら
前
田
利
行

氏
が
治
療
を
始
め
、
腐
っ
た
根
を

切
っ
て
接
木
を

し
て
昭
和
26
年

に
花
を
咲
か
せ

て
、
そ
の
後
は

毎
年
咲
い
て
い

ま
す
）が
あ
り
、

千
年
桜
は
若
い

若
い
。
う
ー
ん

と
長
生
き
し
て

ほ
し
い
。

超
健
康
法 

ー
わ
が
闘（
討
）（
逃
）病
記
ー

新
千
里
椿
会
　
大
須　

英
弌

　

今
か
ら
3
5
0
年
ほ
ど
昔
に
、
十

返
舎
一
九
と
い
う
戯
作
家
が
い
た
。

日
本
古
典
文
学
全
集
の
第
49
巻
に
、

こ
の
一
九
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ

た
代
表
作
「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
が

あ
る
が
、
こ
の
作
品
は
１
編
か
ら
８

編
ま
で
あ
る
超
大
作
で
、
８
人
の
評

論
家
が
論
評
解
説
す
る
ほ
ど
な
の
だ

が
、
と
に
か
く
古
典
文
学
で
難
し
く

読
み
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
子
供
で
も

読
め
る
解
説
本
が
出
版
さ
れ
、
こ
れ

を
よ
く
読
ん
だ
も
の
だ
。

　

内
容
は
原
本
と
少
し

変
え
て
は
い
る
が
、「
弥

次
喜
多
東
海
道
中
膝
栗

毛
」
と
題
し
、
と
て
も
面
白
い
本
だ

っ
た
。
乏
し
い
記
憶
の
中
か
ら
ほ
ん

の
一
部
で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
と
、

弥
次
さ
ん
と
喜
多
さ
ん
が
お
伊
勢
参

り
の
道
中
で
「
な
ぁ
、
喜
多
さ
ん
よ

退
屈
だ
な
ぁ
、
問
答
で
も
し
ね
え
か

…
こ
れ
を
何
と
読
む
か
解
る
か
い
」

と
問
う
と
、
喜
多
さ
ん
は
「
田
の
中

に
十
が
無
い
か
ら
田
中
十
内
だ
ろ

う
」
と
答
え
た
。
弥
次
さ
ん
は
「
お

前
、
頭
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
正
解
だ

よ
」
と
言
う
と
、
喜
多
さ
ん
は
「
こ

ん
ど
は
俺
が
問
題
を
出
す
か
ら
答
え

ろ
よ
」と
言
っ
て「　

」と
書
き
、「
弥

次
さ
ん
、
こ
れ
を
何
と
読
む
か
解
る

か
い
」
と
問
う
と
、弥
次
さ
ん
は
「
こ

れ
は
な
、
木
の
下
に
夕
と
あ
る
か
ら

木
下
多
助
だ
ろ
う
」
と
答
え
る
と
、

「
弥
次
さ
ん
、
お
前
も
頭
い
い
じ
ゃ

な
い
か
、
正
解
だ

よ
」
と
言
い
、
互

い
に
顔
を
見
合
わ

せ
て
大
笑
い
し
た
。

　

こ
の
先
も
２
人

の
滑
稽
な
旅
は
続

く
が
、
そ
れ
は
ま

た
次
の
機
会
に
。

木
夕

戯
作
家
十じ

っ
ぺ
ん
し
ゃ

返
舎
一い

っ

く九
の
道
中
記

庄
内
第
二
新
生
ク
ラ
ブ
　
荒
井　

素
明



第107号（14）（15）第107号 豊中市老連だより 豊 寿 平成28年（2016年）８月１日発行 平成28年（2016年）８月１日発行 豊中市老連だより 豊 寿

私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

下
校
児
の
歓
声
聞
こ
え
元
気
も
ら
う

東
桜
会　

箕
嶋　

正
子

朝
の
ゴ
ミ
収
集
員
に
あ
り
が
と
う

島
田
西
栄
寿
会　

堀
江
寿
賀
子

春
の
池
泳
ぎ
活
発
錦
鯉

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会　

久
楽　

和
克

花
時
計
薫
風
の
中
時
刻
む

小
曽
根
七
冨
久
会　

丸
川　

孝
子

朴ほ
お
さ
ん
げ

散
華
天
上
の
香
の
降
り
こ
ぼ
れ

桜
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

小
西　

淳
信

【
宮
山
寿
会
「
木
犀
」
俳
句
会
】

春
日
ざ
し
小
鳥
囀
さ
へ
ずり

う
と
う
と
と

裕
子

畦
青
み
悠
か
信
濃
路
白
馬
行
く

大

食
卓
の
い
ち
ご
や
嬉
し
皆
笑
み
て

良
子

【
朝
日
・
マ
イ
ク
ラ
ブ
】

逃
げ
水
を
追
い
か
け
て
い
る
夢
を
み
る

井
上　

律
子

独
り
居
や
去
年
の
そ
う
め
ん
今
年
ま
た

岡
田　

弘
志

あ
る
だ
け
の
電
灯
と
も
す
終
戦
忌

鬼
頭　

陞
明

切
る
ま
で
の
西
瓜
し
ず
め
る
桶
の
中

小
林　

清
子

蓮
の
葉
に
野
菜
を
盛
り
て
送
り
け
り

芝
田　

祐
子

点
め
つ
す
ほ
た
る
火
ふ
わ
り
ふ
わ
り
か
な

前
田　

泰
子

炎
帝
や
一
人
の
と
き
の
低
周
波

南　
　

悦
子

軽
や
か
に
踊
り
手
跳
ね
る
盆
踊
り

吉
沢　

稠
子

【
新
千
里
千
修
会
】

紫
陽
花
の
色
移
ろ
う
は
虹
に
似
て

上
田　

正
代

軒
下
に
雨
だ
れ
の
音
蛙
跳
ぶ阿

部　

裕
子

仏
壇
に
初
桃
供
え
し
母
の
顔溝

淵　

和
代

猫
柳
輝
き
揺
れ
て
風
寒
し

今
田　

保
晴

【
蛍
池
統
合
延
寿
会
俳
句
部
会
】

能
登
棚
田
一
枚
ご
と
に
秋
の
雲

田
中　
　

功

立
秋
と
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
書
い
て
あ
り

岡
本　

邦
夫

ハ
ー
ブ
テ
ィ
香
り
楽
し
む
端
居
か
な

川
瀬　

壽
子

と
ん
ぼ
増
ゆ
過
疎
村
の
空
奔
放
に

辻　
　

月
女

す
こ
や
か
な
う
ち
に
逢
い
た
し
便
り
来
て

　

は
や
る
心
で
時
刻
表
を
繰
る

ク
リ
ー
ン
親
和
老
人
会　

清
水　

祐
一

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
せ
た
雀
が
餌
求
め

　

二
三
つ
ゝ
き
て
飛
び
去
り
し

島
田
西
栄
寿
会　

堀
江
寿
賀
子

熊く
ま

蟬
の
命
の
限
り
鳴
き
去
り
て

　

カ
ラ
ス
戾
り
て
鳴
く
声
愛
し

末
広
町
ひ
ま
わ
り
会　

久
楽　

和
克

【
新
千
里
千
修
会
】

子
や
孫
に
負
け
じ
と
投
げ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

足
腰
立
た
ず
後
悔
し
き
り阿

部　

金
弥

故
里
の
新
茶
届
い
て
瞳め

に
浮
び

　

昭
和
中
期
の
茶
摘
み
風
景阿

部　

裕
子

風
薫
る
五
月
の
晴
間
庭
先
で

　

色
彩
や
か
な
紫
陽
の
花

前
中
し
げ
る

【
み
ゆ
き
ク
ラ
ブ
】

建
替
へ
の
現
場
の
杭
打
ち
始
ま
り
て

　

エ
ン
ジ
ン
の
音
北
風
に
の
る

横
野　

照
興

友
情
の
力
強
さ
に
淚
し
て

　

今
日
も
感
謝
の
道
を
行
く宮

本
由
美
子

亡
き
人
は
蛍
に
な
り
て
戻
る
ら
し

　

蛍
で
も
よ
い
吾
が
娘こ

も
戻
れ

牛
久
保
亮
子

世
間
で
は
十
人
十
色
と
言
う
け
れ
ど

　

善
人
ば
か
り
己
変
え
れ
ば小

嶋　

秋
文

耳
遠
く
ト
イ
レ
は
近
き
元
乙
女

上
野
第
６
楽
寿
会　

平
野
佐
知
子

【
東
豊
中
ま
ど
か
会
】

こ
れ
大
事
あ
れ
も
大
事
と
ゴ
ミ
の
部
屋

尾
澤
冨
美
子

金
利
ゼ
ロ
タ
ン
ス
預
金
も
同
じ
ゼ
ロ

柴
原
シ
ズ
エ

震
災
禍
の
報
道
凄
ま
じ
孫
が
住
む

中
村　

太
一

税
金
を
飲
ん
で
る
よ
う
な
ビ
ー
ル
呑
む

藤
岡　

和
子

初
夏
の
花
一
番
咲
き
よ
と
笑
っ
て
る

山
野　

力
男

【
新
千
里
千
修
会
】

顔
見
知
り
名
前
解
ら
ず
今
も
な
お

前
中
し
げ
る

遠
ざ
か
る
三
味
の
音
色
が
哀
し
げ
や

阿
部　

裕
子

苦
労
の
皺
笑
顔
に
な
っ
た
ら
観
音
様

今
田　

保
晴

【
蛍
池
統
合
延
寿
会
川
柳
部
会
】

年
一
度
検
査
結
果
に
安
堵
す
る

朝
倉　

軼
子

日
本
海
北
朝
鮮
が
も
て
あ
そ
ぶ

植
村　

貞
子

欲
も
捨
て
身
辺
整
理
し
て
気
楽

浦　

美
知
子

最
愛
の
友
ま
さ
か
五
日
で
星
に
な
る

日
下　

佐
代

酷
使
し
た
身
体
の
検
査
年
一
度

田
村　

和
江

引
き
際
を
欲
で
迷
っ
て
損
を
す
る

橋
本　
　

隆

喧
嘩
し
て
片
道
切
符
で
旅
に
出
る

橋
本　

可
奈

自
転
車
の
保
険
に
入
り
安
堵
す
る

は
る
な
秀
子

欲
あ
り
て
健
康
の
み
を
願
っ
て
る

平
野　

節
子

小
説
に
書
く
と
男
の
絵
空
事松

村　

里
江

や
さ
し
く
て
口
の
達
者
な
駄
目
男

宮
本
寿
美
子

君
を
守
る
そ
ん
な
男
に
会
わ
ず
し
て

安
本　

重
子

北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ
ト
い
つ
か
日
本
へ

山
下　

治
雄

衣
食
住
欲
を
捨
て
た
ら
生
き
ら
れ
ぬ

山
藤　

聖
子

ぬ
る
燗
が
じ
わ
じ
わ
足
に
染
み
て
行
く

山
本　
　

茂

先
不
安
男
ら
し
い
子
い
な
く
な
り

山
本
美
代
子

聴
覚
の
薄
れ
に
見
抜
く
感
の
冴
え

渡
辺　
　

栄

宝
く
じ
売
場
無
欲
を
装
っ
て田

中　

螢
柳

【
曽
根
西
２
ク
ラ
ブ
】

人
の
道み

ち理
外は
ず

せ
ば
転
ぶ
影
法
師

松
尾　

時
子

お
行
儀
の
定
義
が
ず
れ
る
三
世
代

江
見　
　

清

【
末
広
町
ひ
ま
わ
り
会
】

夢
失う

せ
て
老
い
て
侘わ
び

し
き
武
勇
伝

佐
々
木
勝
次
郎

朝
が
来
た
起
き
て
こ
の
世
や
寝
て
あ
の
世

久
楽　

和
克

豊中市老人クラブ連合会のホームページが完成しました！

http：//www.toyonaka-shirouren.jimdo.com
たくさんのアクセスをお待ちしています！

今
号
は
、
非
常
に
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
た
め
、

一
部
門
に
つ
き
お
一
人
様
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私たちは、豊中市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ご
協
賛
各
位
へ
御
礼

　

こ
の
た
び
は
、「
豊
中
市
老
連

だ
よ
り
豊
寿
」
に
広
告
の
ご
掲
載

を
賜
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
会
員
の
生
き
が
い
、
健
康
、
教

養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
会
員
相

互
の
親
睦
交
流
を
願
っ
て
発
刊
す

る
も
の
で
す
。
以
上
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
何
と
ぞ
末
永
き

ご
厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
中
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　豊中市老人クラブ連合会では、次号108号の原稿
を次のとおり募集しています。
　投稿規定は、市販の400字詰め原稿用紙で500字
以内。文芸作品については、短歌は１首、俳句・川
柳は２句までとします。なお、俳句・川柳について
は紙面の都合で１句のみの掲載となる場合がありま
すので、どちらを優先させるかを必ず明記してくだ
さい。記入のないものについては文化広報部会で選
句させていただきます。

　投稿の際はお名前、クラブ名、電話番号および「豊
寿原稿」と必ずご記入ください。俳句・川柳を投稿
される方は、どちらへの投稿かを必ず明記してくだ
さい。なお、編集の都合上、原稿の一部を訂正・変
更させていただくこともございます。ご了承下さい。
　これからも投稿、取材、インタビューなど皆さま
のご協力をお願いします。

◎次号発行は平成29年１月１日です。
　原稿締切は10月７日（金）必着です。

　

文
化
広
報
部
会
は
従
来
か
ら

「
部
会
だ
よ
り
」
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
「
編
集
後
記
」
の
ス
ペ
ー
ス

を
受
け
持
っ
て
お
り
ま
す
。
今
号

か
ら
Ａ
４
判
16
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

わ
れ
わ
れ
広
報
部
会
員
は
、「
豊

寿
」
紙
面
の
一
層
の
充
実
と
、
ネ

ッ
ト
に
よ
る
広
報
活
動
の
拡
大
に

頑
張
る
所
存
で
す
。
各
位
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
文
化
広
報
部
会
長
　
大
島
　
久
和
）

編
集
後
記


